議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成25年3月21日(木)

午前10時～午前11時45分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
議会事務局長、同局長補佐、同専門員
１　あいさつ
　　議長

２　議題

（1） 平成25年第１回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について

事務局説明。議案第２号平成25年度長久手市一般会計予算から議案第36号長久手市

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につ

いてまで、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決を行う。請願第１号「緊

急事態基本法」の早期制定の意見書提出を求める請願の継続審査の申出について諮る。
（2） 議員報酬について
　　　（議長）
議案第37号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一
部を改正する条例について市長の撤回の申し出により許可した。その後全員協議会で、今
後は、ルールがないので議会運営委員会に委ねたい。議員報酬については議会運営委員

会の所管事項として議論することになっているのでお願いしたい。
　　　　 （事務局）

　　　　　議案第37号の撤回許可に対する市民からの意見を報告

　　　　・３月７日（木）（電話）退職金も引下げるこのご時世で、議員報酬引上げはどうかしている。市

議会議員の仕事は何も変わっていない。

　　　　・３月７日（木）（Ｅメール）議員の報酬引上げを議決したとは、市民感覚からして受入れがた
い。
・３月９日（土）（Ｅメール）職員も減給しているのに、なぜ議員だけが引上げるのか。評価と報
　酬は議員が採点するものではなく、市民がするのもの。

　　　　 （委員長）
　　　議員報酬問題については、議員の生活と活動に影響が出てくる問題である。ここです

ぐに結論を出すのは早急すぎる。一度、会派に持ち帰って議論してもらい、今後、議
会運営委員会に諮り、特別委員会を作って協議をするか、議会として特別職報酬等審
議会を立ち上げるか、または、市の特別職報酬等審議会に議長が出席して説明する等
検討すればよい。
　　 （委員）

      市当局が議案を撤回したので、１年の特例条例がなくなり４月からの議員報酬は去年
　　　の答申どおりの額となる。ただ、それでよいのかという意見もある。当面どうするか
　　　決めなければいけない。
　　 （委員長）

　　　全議員の意見を聞かなくてはいけない。会派に持ち帰るのが順当な方法である。
　　 （委員）

　　　４月から議員報酬をどうするかという問題がある。そのままにしておくと去年の答申

どおりの額となるが、何人かの有権者からお叱りを受けた。この時世に議員報酬をこ

んなに上げることはおかしいという市民の意見を特別職報酬等審議員は考慮したと理

解してしている。特例条例の適用期間をもう１年延長してはどうか。
　　 （副委員長）
議員報酬の金額が３月も４月も同額であるなら問題はないが、来月議員報酬が上がる

ことについては問題がある。他の委員の考えを聞きたい。
　　 （委員長）

　　　今この議会運営委員会で決めることはできない。どうしてもということであれば、議
　　　員提案として追加議案を上程すればよい。

　　 （副委員長）

　　　議員報酬については議員個人ではなく議会の総意で決めるべきものである。

　　 （委員長）
　　  議員報酬については今後、全議員の意見を聞いて議会運営委員会として粛々と行って

いけばよい。今、結論を出すべきものではない。

　　 （委員）
　　　特別職報酬等審議会の答申がそのまま議案として出てきた。その議案の撤回に反対し

た議員もいる。ただ、議案を提出してそれを撤回したのは市当局であり議員に責任は
ない。撤回したことによって、問題提起が住民からされたので、報酬１割減をもう１
年続けるのか、そのままいくのかということである。報酬１割減をもう１年やりたけ

れば追加議案を出せばよい。昨年議論して１年間報酬１割減を決めたので、４月から
報酬が上がるのは当たり前の話である。

　　 （結論）
      議員報酬については、本日の議会運営委員会で決めることはできないので、会派に持

ち帰って意見集約してもらい、今後、全議員の意見を聞いて粛々と行う。どうしても
ということであれば、議員提出議案として追加上程すればよい。

　　  （休憩：午前10時30分～午前11時５分）
　　　（委員長）

　　　 議員提出議案発議第４号長久手市議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例についてがじんの議員、さとう議員の両名から提出された。
議事日程第６号が変更となるので説明してください。
　　　（事務局）

　　　 議事日程第６号について説明。日程第１、諸般の報告で追加議案の送付。日程第２、

　　　 議員提出議案発議第４号長久手市議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
　　　 例の一部を改正する条例について議案の上程、提案者の説明、議案に対する質疑、委
　　　 員会付託（議会運営委員会）を行う。日程第３、議案第２号から議案第36号まで及
び議員提出議案発議第４号について委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決
を行う。日程第４、請願第１号の継続審査の申し出について諮る。
（3）  議会報告会について

　　　（副委員長）

　　　 第２回長久手市議会報告会タイムスケジュール（案）について説明。

　　　 午前８時45分　　集合

　　　
　　　 午前９時30分　　受付開始

　　　 午前９時55分　　予鈴

　　　 午前10時　　　　開会
　　　 午前10時２分　　挨拶及び趣旨説明

　　　 午前10時７分　　全議員紹介

　　　 午前10時10分　 報告
　　　                  質疑応答

　　　　　　　　　　　　意見交換

　　　 午前11時25分　 閉会挨拶

　　　 午前11時30分　 会場後後片付け

　　　 正午　　　　　　 終了
　　　（副委員長）
　　　 予算特別委員長報告の時間、内容について意見をもらいたい。

　　　（委員長）

　　　 時間は15分くらいでよい。内容は要点をまとめてもらえばよい。

　　　（副委員長）

　　　 予算特別委員長報告に対する質疑を設けた方がよいか。

　　　（委員）

　　　 質疑応答、意見交換はまとめて臨機応変に行えばよい。

　　　（じんの委員）
　　　 第２回議会報告会アンケートについて説明。
　　　 第１回議会報告会アンケートをたたき台とした。問３で「この議会報告会開催をどの
ようにして知りましたか。」に対する答えの選択肢として、議会だより、広報ながく

て、ホームページ、自治会回覧板、その他の５つとした。今回はチラシのポスティン

グをやめたので、選択肢からチラシを抜いた。問４で「第１回議会報告会に参加され
ましたか。」という項目を入れた。記名欄を設けてはという意見もあったが、そこま
でする必要はないと判断し記名欄は設けてない。
　　 （副委員長）
　　　 前回同様、質問カードを作成し個別に回答するか。
　　 （委員長）

　　　 返事が必要な方は、アンケートの裏欄に記入してもらえばよい。

　　 （副委員長）

　　　質問カードを裏面に印刷することとする。

　　 （副委員長）

　　　第２回議会報告会役割分担表について説明。

　　  前に座る議員

　　　司会　川合保生

議長　伊藤祐司
アドバイザー　加藤和男
議会運営委員長　正木祥豊、総務委員長　木村さゆり、文教福祉委員長　じんの和子、
建設環境委員長　田崎あきひさ、予算特別委員長　加藤武、議会だより編集特別委員
長　佐野尚人、議会基本条例検討特別委員長　丹羽茂雄
　　　前に座らない議員
　　　受付　水野とみ子、川本勝幸

会場整理　水野竹芳、すえ規代、原田秀俊
記録・カメラ　岡崎つよし、田ひでき、青山直道

パワーポイント　さとうゆみ、浅井たつお

　　 （副委員長）
　　　議会だより編集特別委員長と議会基本条例検討特別委員長の説明時間を設けていない

がよいか。
　　 （委員）

　　　全議員紹介の次に一言説明してもらえばよい。後は臨機応変にやればよい。
　　 （副委員長）
　　　看板はどうするか。

　　 （じんの委員）

　　　立看板の張り紙は私が書く。

　　　(結論)

　　　スケジュール、役割分担については上記の第２回長久手市議会報告会タイムスケジュ
ール（案）、第２回議会報告会役割分担表のとおり。その他、マイクは川合委員にお願
いし、筆記用具は前使用したものを使う。記録は要旨とし、各役割担当は責任者を決
める。前日のリハーサル集合時間は午後３時とする。受付での配布資料は、議会だよ
り、パワーポイントの資料、アンケート、鉛筆とする。
３　その他

　　　(議長)
　　　事務局人事異動について報告。市当局が新年度早い時期に機構改革の予定。部の設置
　　　条例の一部改正等を５月臨時会で上程したいとの依頼がある。議会においても長久手

　　　市議会委員会に関する条例等の改正手続きが必要になることが想定できる。その件に
関し事前に議会運営委員会を開催することとなるのでお願いする。

  　　　  次回の議会運営委員会は平成25年４月26日（金）午前10時から開催






